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研究成果の概要（和文）： 

現在、世界の多くの国ぐにで、質問紙法にもとづく大規模な国際比較調査が実施されるように

なってきた。国際比較調査では、調査を実施するそれぞれの国において、調査の「等価性（同

一性）」を確保することが重要である。この研究では、このような視点から、欧米と日本の代表

的な国際比較調査を取りあげ、それらの方法論的な問題の所在を明らかにするとともに、それ

らの解決策についての提案を行なった。併せて、このような国際比較調査を支援するインフラ

ストラクチャー（研究機構）のあり方についても検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In recent years, a variety of large-scale cross-national comparative surveys are being 
conducted in many countries. The most important task of these cross-national surveys is 
to develop the measurement equivalence in comparing nations. In this comparative and 
collaborative study, we have conducted methodological examinations of these 
cross-national surveys from a comparative perspective, and have explored specific 
strategies for the development of comparative surveys. We also have explored the 
development of infrastructure for supporting such survey activities of cross-national 
comparison. 
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１．研究開始当初の背景 

現代の社会科学にとって、最も大きな出来事
の１つをあげるとするならば、それは質問紙
法による多数の国ぐにを対象とする大規模
な国際比較調査の出現ということであろう。

近年、各国で国際比較調査が活発に実施され
るようになってきた。しかし、それにもかか
わらず、このような国際比較調査の方法論的
な諸問題について、体系的に検討する試みは、
いまだ十分になされていないのが現状であ
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２．研究の目的 

近年、世界の国ぐにで実施されるようになっ
てきた国際比較調査についての方法論的研
究を通して、この研究領域に新しいブレイク
スルーをもたらすことをねらう。それは、基
本的には、国際比較という社会科学の営みに
「日本からの独自の視座」を導入し、それを
踏まえて比較の等価性を再検討するという
試みが、１つの突破口になるという考え方に
もとづくものである。 

 

３．研究の方法 

（1）欧米の文献にもとづいて、国際比較調
査の方法論的問題の体系的な整理を試みる、
（2）日本の国際比較調査が雛形としてきた
欧米発の国際比較調査（「ヨーロッパ価値観
調査」「世界価値観調査」「国際社会調査プロ
グラム」「職業とパーソナリティ国際比較調
査」）に固有な方法論的問題に関する事例研
究を行なう、（3）日本発の国際比較調査（「ア
ジア・バロメーター調査」「日本語観国際セ
ンサス」「東アジア価値観国際比較調査」「価
値観と宗教意識国際比較調査」に固有な方法
論的問題に関する事例研究を行なう、という
3 つがここでの研究方法である。さらに、以
上の 3つの方法をとあわせて、このような国
際比較調査の研究を可能にする「国際比較調
査データの共同利用のための環境整備に関
する研究」も行なう。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
ⅰ ) 国 際 比 較 調 査 に お け る 「 等 価 性
(equivalence)」をめぐる諸問題の所在が明
らかとなった。これらの諸問題は、つぎのよ
うに分類・整理される。 
①調査票 (questionnaire) の質問諸項目

(question item ＝ measurement 
instrument)の等価性に関する諸問題 

 これらの諸問題は、「被調査者の個人的属
性や社会的環境に関する質問項目の諸問
題」と「被調査者の意見・態度・行動、そ
してそれらの背後にあると考えられる価
値観に関する質問項目の諸問題」に分けら
れる。 

②質問項目(の意味)に対する社会の変化の
影響に関する諸問題 

③質問項目の翻訳に関する諸問題 
④調査データの分析方法に関する諸問題 
 
ⅱ)この共同研究では、このような諸問題を
克服し、等価性を確立するための諸方法を
検討した。ここでは、「質問諸項目の等価
性」に焦点を合わせた。 

①国際比較調査では、研究対象である「文化

／地域／国家」についての専門家と、研究
方法である「調査方法／データ分析方法」
についての専門家、の両者の研究活動への
参加が不可欠といえる。このような検討は、
いわゆる「研究運営論」「研究経営論」と
いう視座の重要性を示唆するものといえ
る。 

②質的アプローチの国際比較調査への援用 
③質問文のワーディングの改良 
④レスポンス・スタイルにおける文化差の克
服 

⑤翻訳技法の開発――「逆翻訳」「脱中心化」
など―― 

⑥ファセット・アプローチ（Facet Approach）
の援用 

 
以上は、現在、世界の国ぐにで実施されてい 
るさまざまの国際比較調査に共通に見られ    
る一般的な問題であり、その克服のための方 
法論的な提案である。 
 
この共同研究では、このような一般的な議論 
と並行する形で、「3．研究の方法」のところ 
であげた 8つの個別の国際比較調査を取りあ
げて、①それぞれの国際比較調査の「実施の 
経緯」「調査の方法」「質問の内容」、②方法 
論的工夫と残された問題、③主要な知見とそ    
の意義、④データ・セット利用の解説、の 4
点についてのまとめを行なった。 
 
ⅲ)以上の研究成果に加えて、このような「国
際比較調査データの共同利用のための環境
整備に関する研究」も行なった。国際比較調
査データは、そのような調査に関心をもつす
べての人びとによって利用可能なものとな
らなければならない。このような考え方を実
現してきたのが、いわゆる「データ・アーカ
イヴ」の設立とその運営である。その代表が
米国ミシガン大学の ICPSR とドイツ・ケルン
大学の ZA である。この共同研究では、2 つの
代表的なデータ・アーカイヴの歴史と現状に
関する研究を踏まえて、日本におけるデー
タ・アーカイヴのあるべき姿について、つぎ
の 4つの側面から検討した。 
①データ・アーカイヴは「集中型」であるべ
きか、それとも「分散型」であるべきかと
いう議論がある。これまでのデータ・アー
カイヴの歴史の検証から、世界中のデータ
を 1つの「世界センター」のようなところ
に集中させるよりも、それぞれの国に複数
のデータ・アーカイヴを分散させ、それら
の間で相互にデータのやり取りをする協
力・共同活動の方式の方が望ましいといえ
る。 

②データ・アーカイヴに蓄積されるデータは
「公共財（無償で利用できる）」と考える
べきか、それとも「利潤を生みだす資本（利



 

 

用に当たっては受益者負担が原則）」と考
えるべきかという議論がある。日本の現状
では、どうしても公共財としての考え方を
取り入れる必要があるのではないだろう
か。 

③データ・アーカイヴを単独の機関とするか、
それとも「社会調査の実施」「調査データ
の分析」を含めて 3 つの機能の統合体とす
るかという議論がある。やはり 3つの機能
を盛り込んだ「社会調査のインフラストラ
クチャー」というのが、今後の望ましい形
態といえよう。 

④データ・アーカイヴは、国際化の時代にど
う対応していくべきかという議論がある。
現在、世界の国ぐにで、日本の実証的な調
査研究に対する関心が高まっている。とこ
ろが、海外からの日本の調査データへのア
クセスについては、使用言語をどうするか
という問題が残されたままとなっている。
グローバリゼーションの進展に伴って、日
本においても英語化が避けられない方向
となってくるであろう。 

 
以上の研究成果については、これらをまとめ
て、『国際比較調査の方法と分析』と題する
単行本として出版することを計画し、現在、
共同研究のメンバーがそれぞれのテーマで
原稿執筆を進めているところである。 

 
(2)研究成果の国内外における位置づけとそ
のインパクト 
研究組織については後述するが、共同研究の
メンバーはそれぞれ独自に学術論文・著書を
発表するとともに、国内外のさまざまな学会
において、研究発表を行ない、国際比較調査
という研究領域において文字どおり「フロン
ティア」あるいは「パイオニア」としての役
割を果たしてきている。 
ここで特筆すべきは、「2．研究の目的」のと
ころで述べた「国際比較という社会科学の営
みに『日本からの独自の視座』を導入するこ
とによって、この研究領域にブレイクスルー
をもたらす」という方法論的な戦略が国際学
会の舞台で見事に結実したということであ
る。その一例として、研究代表者の発表事例
を紹介しておきたい。国際比較調査の研究で、
現在、世界で最も注目されている学会の 1 つ
が「ヨーロッパ社会調査学会(The European 
Survey Research Association: ESRA)」であ
る。研究代表者は、共同研究の期間中、2009
年（ポーランド・ワルシャワ大学）と 2011
年（スイス・ローザンヌ大学）の 2 回、「国
際比較調査の方法論的課題――価値観と宗
教意識に焦点を合わせて――」と題する研究
発表を行なった。その要旨は、①ポストモダ
ンの時代を射程に入れたさまざまな理論の
構築が図られながら、それらの理論を実証的

に検証する試みは体系的になされていない、
②大規模な国際比較調査が実施されるよう
になってきたにもかかわらず、世界の研究の
現状は、例えばアジアの国ぐになどを射程に
入れた概念や理論の再検討にまでは至って
いない、という問題点の指摘と、その解決の
ための方法論的な提案であった。この研究発
表は、米国シカゴ大学の Tom Smith 教授に注
目され、「ヨーロッパ社会調査学会」の枠を
超えて、広く World Academic Community に
紹介されることになった。 
 ここで特筆すべきもう 1点は、同じ問題関
心から研究代表者は、ドイツ・ケルン大学の
Wolfgang Jagodzinski 教授と「国際社会調査
プログラム」の設立 25 周年記念論文集
(Routledge, 2009)に”On the Similarity of 
Religiosity in Different Cultures”   
と題する論文を執筆したが、この論文集はア
メリカ社会学会の国際比較社会学部門にお
いて「最優秀出版賞（Best Publication 
Award）」を受賞することになったということ
である。これは、国際比較調査という試みが、
社会科学の領域において、今や不動の地位を
獲得したということを示すものといえよう。 
 
(3)今後の展望 
これまでの研究を踏まえて、国際比較調査の
方法論的課題は、分析に取りあげる国ごとに
異なるものであることが明らかになってき
た。そこで、今後の研究の方法論的戦略の 1
つとして、特定の 2 国間あるいは数か国間に
焦点を合わせて深く検討を進めていくとい
う方策が提案される。もう 1 つは、研究の形
態に関する提案であり、国際比較研究という
ものが interdisciplinary であるとともに、
collaborative であることが求められる知的
営為であるということである。こうして、現
在、日本・ドイツ・スウェーデンに比較の視
座をしぼった「価値観と宗教意識」に関する
国際共同研究を計画しているところである。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
連携研究者と研究協力者が参加する形で、現
在、『国際比較調査の方法と分析』と題する
単行本の出版が計画されている。したがって、
ここでは、研究代表者の研究業績に限って報
告する。それは、雑誌論文 21 篇、学会発表
15 回、図書(分担執筆)4 篇、というものであ
る。 
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